
代
表
質
問 

　
九
月
定
例
会
は
、
九
月
七
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
開
会
日
に
は
、
野
崎
市
長
か
ら
、
ま
ず
西
長
峰
工
業
団
地
へ
の
誘
致
が
決
定
し
て
い
る
メ
テ
ッ
ク
北
村
株
式

会
社
の
竣
工
記
念
式
が
九
月
二
十
五
日
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
雇
用
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
新
庁
舎
及
び
交
流
防
災
拠
点
施
設
建
設
・
給
食
セ

ン
タ
ー
統
合
・
幼
保
連
携
施
設
整
備
・
学
校
施
設
耐
震
整
備
事
業
な
ど
重
要
課
題
に
つ
い
て
行
政
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
及
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
、
平
成

二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
、
概
要
と
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
代
表
・
一
般
質
問
で
は
、
九
人
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
考
え
を
問
い
、
防
災
対
策
、
教
育
施
設
の
耐
震
補

強
、
食
育
推
進
、
産
業
振
興
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
九
月
二
十
二
日
に
総
務
、
二
十
六
日
に
文
教
厚
生
、
二
十
七
日
に
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
、
二
十
八
日

に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
閉
会
日
に
は
、
委
員
長
に
よ
る
各
常
任
委
員
会
及
び
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
市
長
提

出
議
案
が
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
さ
れ
、
追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
件
二
件
が
提
出
さ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

吉
川
　
精
二 

議
員 

（
阿
波
み
ら
い
） 

松
永
　
渉 

議
員 

（
阿
波
清
風
会
） 

森
本
　
節
弘 

議
員 

（
志
政
ク
ラ
ブ
） 

阿
部
　
雅
志 

議
員 

（
阿
波
み
ら
い
） 

阿
波
市
議
会
定
例
会
の
概
要 

平
成
二
十
三
年
第
三
回
（
九
月
） 

樫
原
　
賢
二 

議
員 

（
阿
波
み
ら
い
） 

原
田
　
定
信 

議
員 

（
志
政
ク
ラ
ブ
） 

正
木
　
文
男 

議
員 

（
阿
波
清
風
会
） 

一
般
質
問 

              

　
　
庁
舎
建
設
は
敷
地
も
広
く
耐
震

性
、
建
設
費
、
利
便
性
、
維
持
管
理

の
費
用
も
含
め
ま
す
と
で
き
る
限
り

低
い
建
物
に
し
て
耐
震
に
備
え
、
保

守
管
理
の
費
用
の
低
減
を
図
る
べ
き

で
は
。 

　
　
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
市
民
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
設
置
し
委
員
を

市
民
の
方
か
ら
も
一
般
公
募
し
て
い

る
そ
の
会
議
を
通
し
て
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
設
計
に
反
映
し
て
い
き

た
い
。
三
階
に
決
定
し
た
い
。 

交
流
防
災
拠
点
の
位
置
づ
け
は
市
民

が
集
い
語
ら
う
交
流
の
場
と
し
て
市

民
の
多
様
な
利
用
に
対
応
で
き
る
機

能
を
持
つ
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

防
災
拠
点
と
な
る
機
能
を
あ
わ
せ
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

　
　
教
育
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
に

つ
い
て
前
倒
し
で
お
願
い
し
た
い
。 

　
　
平
成
二
十
四
年
度
は
、
阿
波
中

学
校
と
大
俣
小
学
校
、
二
十
五
年
度

は
市
場
小
学
校
、
林
小
学
校
、
二
十

六
年
度
は
八
幡
小
学
校
、
柿
原
小
学

校
を
終
え
る
と
耐
震
化
率
が
一
〇
〇

％
と
な
る
計
画
で
す
が
、
前
倒
し
の

方
向
で
進
め
る
。 

　
　
解
体
工
事
の
入
札
、
制
限
価
格

の
撤
廃
の
方
向
で
検
討
い
た
だ
き
た

い
。 

（
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
様
指
名

の
段
階
で
資
格
審
査
す
る
の
で
最
低

価
格
で
失
格
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
） 

　
　
市
民
目
線
か
ら
見
た
不
断
の
検

証
と
い
う
の
も
ま
た
必
要
で
あ
る
し
、

来
年
以
降
ご
指
摘
を
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。 

          

　
　
第
二
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
特

徴
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。 

　
　
農
業
を
推
進
す
る
ま
ち
を
明
確

化
す
る
た
め
、
一
、
担
い
手
の
育
成
、

二
、
農
地
の
保
全
確
保
、
三
、
学
校

給
食
で
の
地
域
食
材
の
利
用
促
進
、

四
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
も
担
い
手
と
考
え
、
受
け

入
れ
体
制
を
検
討
す
る
。 

　
　
高
齢
者
等
の
災
害
弱
者
へ
の
避

難
や
災
害
対
策
支
援
は
ど
う
す
る
の

か
。 

　
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
平

常
時
は
、
危
険
箇
所
の
点
検
、
連
絡

網
の
整
備
、
災
害
時
要
援
護
者
の
把

握
等
が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、

初
期
消
火
活
動
、
住
民
の
救
出
、
安

否
確
認
、
災
害
弱
者
の
避
難
支
援
等

が
あ
り
、
防
災
訓
練
時
等
に
災
害
弱

者
を
地
域
で
見
守
る
体
制
を
指
導
し

て
い
く
。 

　
　
未
利
用
財
産
の
売
却
促
進
や
有

効
活
用
の
新
し
い
方
法
は
何
か
。 

　
　
売
却
可
能
資
産
の
範
囲
や
抽
出

方
法
を
再
検
討
す
る
。
ま
た
、
市
有

財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
提
案
や
外
部
か
ら
の
検
討

も
加
え
る
。 

　
　
阿
波
市
は
、
拝
原
最
終
処
分
場

移
転
事
業
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
た

と
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
美
馬
環
境
整
備
組
合
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
い

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
留
意

さ
れ
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
行
い
、
正
確
な
情

報
の
開
示
を
求
め
て
い
き
た
い
。 

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て 

　
　
駆
除
員
が
減
少
し
、
鳥
獣
被
害

が
増
加
す
る
中
、
新
規
駆
除
員
の
育

成
支
援
策
を
検
討
す
る
。 

          

　
　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

阿
波
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
も
、
半
ば

を
過
ぎ
、
後
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

見
直
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。 

　
　
社
会
経
済
状
況
の
変
化
及
び
事

業
内
容
の
追
加
を
考
慮
し
、
後
期
基

本
計
画
と
整
合
を
図
り
、
新
た
な
施

策
を
盛
り
込
む
こ
と
と
併
せ
て
、
財

政
基
盤
の
堅
持
と
財
政
推
計
の
柔
軟

性
を
高
め
る
た
め
変
更
手
続
き
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
阿
波
市
中
・
長
期
財
政
計
画
の

考
え
方
に
つ
い
て 

　
　
今
日
ま
で
の
前
期
計
画
に
お
い

て
は
、
財
政
的
に
健
全
運
営
が
さ
れ

て
き
て
お
り
、
今
後
中
・
長
期
財
政

計
画
に
お
い
て
も
健
全
化
基
準
の
範

囲
内
を
予
想
し
て
い
る
が
、
本
市
財

政
構
造
は
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、

依
存
財
源
に
頼
っ
た
脆
弱
な
体
質
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
を
見
据
え
、

歳
入
に
応
じ
た
歳
出
と
な
る
よ
う
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
、
強
固
な
財
政

基
盤
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

　
　
合
併
特
例
債
活
用
を
踏
ま
え
た

阿
波
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
延
長
に

つ
い
て 

　
　
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
計
画

期
間
の
一
年
間
の
延
長
手
続
き
に
着

手
し
て
お
り
、
十
二
月
議
会
で
の
提

案
、
議
決
後
総
務
大
臣
及
び
県
知
事

へ
の
計
画
送
付
を
予
定
し
て
い
る
。 

                     

　
　
食
文
化
を
守
る
た
め
に
も
、
伝

統
的
な
郷
土
料
理
な
ど
、
学
校
給
食

に
も
っ
と
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
現
在
学
校
給
食
に
お
け
る
副
食

の
和
食
と
洋
食
の
割
合
は
。 

　
　
学
校
給
食
に
取
り
入
れ
て
い
る

郷
土
料
理
は
、
ば
ら
寿
司
や
そ
ば
米

汁
、
そ
う
め
ん
汁
等
が
あ
る
。
伝
統

的
な
日
本
文
化
で
あ
る
稲
作
、
米
食
、

和
食
の
食
べ
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
、
食
文
化
を
継
承
す
る
う
え
で
は

極
め
て
大
切
で
あ
る
。
割
合
に
つ
い

て
は
和
食
五
〇
％
、
洋
食
三
五
％
、

中
華
料
理
等
一
五
％
程
度
の
献
立
で

あ
る
。 

　
　
食
と
環
境
に
つ
い
て
、
特
に
学

校
で
は
ど
の
よ
う
な
体
験
学
習
が
あ

る
の
か
。 

　
　
幼
稚
園
や
小
学
校
で
、
一
番
多

い
の
は
米
づ
く
り
で
あ
り
、
も
み
ま

き
に
始
ま
り
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、

脱
穀
、
そ
し
て
餅
つ
き
と
体
験
学
習

を
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
い
ろ

ん
な
職
場
に
二
日
程
度
体
験
学
習
を

行
い
、
農
家
の
体
験
で
は
野
菜
の
植

え
つ
け
等
、
農
家
の
方
と
一
緒
に
作

業
し
、
体
験
活
動
を
通
し
て
、
地
域

の
産
業
、
食
文
化
や
食
に
か
か
わ
る

歴
史
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
食
物
を
大
事
に
し
、
生
産
者
や

自
然
の
恵
み
な
ど
に
感
謝
す
る
心
を

育
ん
で
い
る
。 

　
　
交
流
防
災
拠
点
施
設
を
利
用
し

て
、
阿
波
市
の
活
性
化
、
独
自
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
考
え
て
い
る
か
。 

　
　
こ
の
施
設
は
、
市
民
の
交
流
の

場
で
あ
り
、
地
震
等
大
規
模
災
害
発

生
時
に
お
け
る
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
で
あ
り
、
完

成
に
伴
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
は
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
具
体

的
な
内
容
は
検
討
中
で
あ
る
。 

          

　
　
阿
波
市
の
宝
の
島
「
善
入
寺
島
」

東
西
六
㎞
南
北
二
、
六
㎞
余
り
耕
作

面
積
三
六
〇
町
余
り
三
千
名
余
り
の

耕
作
者
が
い
る
が
、
相
次
ぐ
台
風
に

よ
り
剣
先
が
大
き
く
崩
落
し
た
件
に

つ
い
て
。 

　
　
東
西
に
広
が
る
吉
野
川
の
中
州

で
年
間
を
通
し
て
多
く
の
作
物
を
栽

培
す
る
優
良
農
地
で
農
業
立
市
を
目

指
す
本
市
が
全
国
に
誇
る
宝
の
島
で

あ
る
。
市
と
し
て
守
り
、
最
大
限
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
台
風
十
二
号
に
よ
る
香
美
大
野

島
伊
月
に
対
し
鶯
谷
の
水
害
を
堤
外

に
放
出
、
す
ば
や
い
対
応
、
鶯
谷
の

排
水
機
場
の
設
置
に
つ
い
て
。 

　
　
国
交
省
に
お
願
い
を
し
て
毎
分

六
〇
ト
ン
の
能
力
の
排
水
ポ
ン
プ
車

の
稼
働
を
お
願
い
し
た
。
市
民
の
財

産
と
安
全
を
守
る
上
で
重
要
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
鶯
谷
の
排
水
機
場

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
国
会
議
員
に

現
地
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
県
と
国

交
省
へ
引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。 

　
　
各
旧
町
の
改
良
区
の
内
容
及
び

事
務
所
問
題
に
つ
い
て
。 

　
　
合
併
以
前
よ
り
旧
町
の
庁
舎
等

の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
現
在
土

成
町
で
は
、
土
成
支
所
の
合
同
事
務

所
に
九
つ
の
改
良
区
が
一
か
所
で
事

務
を
統
括
し
、
市
場
町
で
は
、
市
場

町
中
央
土
地
改
良
区
が
市
場
支
所
三

階
の
一
部
で
、
ま
た
阿
波
町
で
は
、

二
か
所
の
旧
の
法
務
局
跡
に
阿
波
中

部
土
地
改
良
区
、
阿
波
東
部
土
地
改

良
区
が
事
務
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
務
所
は
合
併
後
も
市
が
契
約
し

現
在
も
引
き
継
い
で
い
る
。
使
用
料

は
免
除
し
て
い
る
が
、
阿
波
中
部
・

東
部
は
、
光
熱
費
等
は
自
費
で
負
担

し
て
い
る
。
今
後
、
改
良
区
と
使
用

料
等
に
関
し
て
十
分
協
議
し
て
い
き

た
い
。
尚
、
吉
野
一
条
改
良
区
・
吉

野
町
土
地
改
良
区
・
阿
波
西
部
土
地

改
良
区
に
つ
い
て
は
、
土
地
、
光
熱

水
費
等
全
て
自
費
で
賄
っ
て
い
る
。 

          

　
　
台
風
十
二
号
に
よ
る
本
市
の
農

業
被
害
は
。
ま
た
六
四
五
世
帯
に
避

難
勧
告
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
市
民

の
避
難
行
動
は
非
常
に
低
か
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
が
現
状
を
ど
の
様
に
見

て
い
る
か
。 

　
　
水
稲
、
ナ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ま
た
冠
水
で
苗
の
傷
み
な
ど
で
被
害

を
受
け
て
い
る
。
七
三
地
区
六
四
五

世
帯
へ
の
勧
告
と
な
っ
た
が
、
自
主

避
難
者
を
除
き
三
世
帯
十
人
が
林
公

民
館
へ
避
難
さ
れ
た
。 

　
　
新
庁
舎
建
設
に
関
し
て
鉄
筋
三

階
建
て
と
の
計
画
が
示
さ
れ
た
が
建

設
協
会
よ
り
出
さ
れ
た
「
地
元
業
者

に
よ
る
木
造
で
の
建
設
を
」
と
の
願

い
は
通
じ
な
い
の
か
。
ま
た
庁
舎
建

設
位
置
が
土
石
流
の
発
生
箇
所
で
あ

る
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
ン
の
内
に
一
部
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
議
会
内
で

も
十
分
な
協
議
が
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
そ
れ
を
ど
の
様
に
設
計
に
生
か

し
て
い
く
か
。
時
代
を
反
映
し
た
市
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、
安
全
で

市
民
が
集
い
学
べ
る
、
そ
の
上
に
身

の
丈
に
合
っ
た
阿
波
市
の
殿
堂
、
庁

舎
を
是
非
建
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
　
県
が
平
成
二
十
二
年
度
に
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
く
基
礎
調
査
を

し
た
結
果
、
予
定
地
の
一
部
が
そ
の

末
端
部
に
か
か
る
事
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
状
況
か
ら
見
て
土
石
流
の
発
生

の
可
能
性
は
非
常
に
低
い
と
思
わ
れ

る
が
、
調
整
池
を
移
動
し
対
応
し
た

い
。 

          

　
　
阿
波
市
は
、
健
康
の
課
題
と
し

て
、
肥
満
、
糖
尿
病
患
者
が
非
常
に

多
い
。
現
在
、
統
合
新
給
食
セ
ン

タ
ー
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
健

康
課
題
改
善
の
た
め
、
こ
の
施
設
を

単
な
る
給
食
提
供
の
場
で
な
く
、
健

康
増
進
、
食
育
推
進
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
大
き
く
は
観
光
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
も

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
考

え
方
は
、
学
校
給
食
の
調
理
機
能
だ

け
で
な
く
、
食
生
活
や
食
の
文
化
、

小
中
学
校
の
児
童
は
も
と
よ
り
、
市

民
全
体
が
学
び
、
食
育
を
推
進
す
る

場
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。 

答 問 答 問 

答 問 問 答 問 

答 問 答 問 答 問 答 問 

答 答 問 問 

答 問 

答 答 答 答 問 問 問 

問 

問 答 問 答 問 

答 答 答 問 問 
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平成23年第３回（９月）阿波市議会定例会　議決結果一覧表 

議決結果 

　 ー 　  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

認 定  

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

同 意  

適 任  

議案番号 

報告第４号 

議案第85号 

議案第86号 

議案第87号 

議案第88号 

議案第89号 

議案第90号 

議案第91号 

議案第92号 

議案第93号 

議案第94号 

議案第95号 

議案第96号 

議案第97号 

議案第98号 

議案第99号 

議案第100号 

議案第101号 

議案第102号 

議案第103号 

議案第104号 

諮問第２号 

議　　　　案　　　　名 　 
平成22年度阿波市健全化判断比率及び資金
不足比率について 　 
平成22年度阿波市一般会計歳入歳出決算認
定について 　 
平成22年度阿波市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市老人保健特別会計歳入歳
出決算認定について 　 
平成22年度阿波市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 　 
平成22年度阿波市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市伊沢谷簡易水道事業特別
会計歳入歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市特定環境保全公共下水道
事業特別会計歳入歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市御所財産区特別会計歳入
歳出決算認定について 　 
平成22年度阿波市水道事業会計決算認定に
ついて 　 
平成23年度阿波市一般会計補正予算（第２号）
について 　 
平成23年度阿波市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）について 　 
平成23年度阿波市介護保険特別会計補正予
算（第２号）について 　 
平成23年度阿波市水道事業会計補正予算（第
１号）について 　 
阿波市ケーブルネットワーク施設の設置及び
管理に関する条例の一部改正について 　 
阿波市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正について 　 
阿波市立学校施設使用条例の一部改正について 　 
阿波市土柱休養村温泉の指定管理者の指定に
ついて 　 
公平委員会委員の選任について 　 
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 

江
澤
　
信
明 

議
員 

（
阿
波
清
風
会
） 

池
光
　
正
男 

議
員 

（
日
本
共
産
党
） 

　阿波市議会だよりは議会広報特別委員会が編集しています。 

今後も、定例会の報告や議会の活動状況を、市民の皆様にお

伝えしていきたいと考えています。 

　　　　＜委員構成＞ 

委 員 長　正木 文男（阿波清風会） 

副委員長　藤川 豊治（阿波みらい） 

委　　員　岩本 雅雄（阿波みらい） 

委　　員　樫原 賢二（阿波みらい） 

委　　員　森本 節弘（志政クラブ） 

委　　員　樫原 　伸（阿波清風会） 

　
　
阿
波
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
畜

産
の
振
興
は
重
要
で
あ
る
が
、
管
理

不
備
に
よ
る
環
境
被
害
の
発
生
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
近
隣
住
民
同
志

の
間
で
は
、
十
分
な
監
視
が
し
づ
ら

い
状
況
が
あ
り
、
行
政
が
積
極
的
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。 

　
　
行
政
の
対
応
と
し
て
、
県
の
家

畜
保
健
衛
生
所
が
年
一
回
畜
産
農
家

を
回
り
、
巡
回
指
導
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
こ
れ
に
同
行
す
る
な
ど
積

極
的
に
状
況
把
握
に
努
め
た
い
。 

　
　
合
併
に
伴
い
阿
波
市
に
は
、
未

利
用
財
産
の
発
生
が
あ
る
。
特
に
旧

阿
波
庁
舎
跡
地
は
、
更
地
の
ま
ま
の

状
況
で
あ
り
、
有
効
活
用
が
望
ま
れ

る
。
本
土
地
は
、
旧
阿
波
町
の
中
心

部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の

交
流
や
憩
い
の
場
等
に
寄
与
す
る
た

め
、
旧
阿
波
庁
舎
跡
記
念
公
園
と
い

う
よ
う
な
活
用
は
出
来
な
い
か
。 

　
　
地
元
の
方
か
ら
公
園
に
と
い
う

要
望
も
あ
り
、
財
政
面
等
を
踏
ま
え
、

照
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

          

　
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
阿
波
市

は
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
た
の

か
。 

　
　
学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
を

図
り
備
蓄
品
は
新
年
度
予
算
に
盛
り

込
み
た
い
。
減
災
の
観
点
か
ら
家
屋

の
耐
震
診
断
、
改
修
を
進
め
た
い
。 

　
　
災
害
時
に
緊
急
車
両
が
入
れ
な

い
避
難
所
が
あ
る
が
対
策
は
。 

　
　
現
在
六
三
ヶ
所
を
避
難
所
と
指

定
し
て
い
る
。
消
防
本
部
と
連
携
し
、

は
し
ご
車
等
の
走
行
訓
練
を
し
て
現

況
を
把
握
し
て
い
る
。
八
幡
小
学
校
、

大
影
小
学
校
に
、
は
し
ご
車
が
入
れ

な
い
が
、
今
後
と
も
緊
急
車
両
の
進

入
確
保
に
努
め
た
い
。 

　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

率
は
上
が
っ
た
か
。 

　
　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
確
保
で
き
、

六
月
は
五
八
・
二
％
か
ら
九
月
は
七

七
・
七
％
と
上
が
っ
た
。 

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
中
学

の
入
学
案
内
と
共
に
、
保
護
者
に
啓

発
し
呼
び
か
け
て
は
。 

　
　
助
成
制
度
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。 

　
　
子
ど
も
手
当
制
度
が
度
々
、
変

更
さ
れ
事
務
的
に
混
乱
し
な
い
の
か
。 

　
　
事
務
は
多
く
な
る
が
、
市
民
に

迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
。 

　
　
子
ど
も
手
当
が
十
月
か
ら
ど
の

様
に
変
わ
る
の
か
。 

　
　
現
在
中
学
生
ま
で
一
律
一
万
三

千
円
か
ら
、
三
歳
未
満
と
三
歳
か
ら

小
学
生
ま
で
の
第
三
子
以
降
に
一
万

五
千
円
を
、
そ
れ
以
外
の
中
学
生
ま

で
の
子
供
に
一
万
円
支
給
さ
れ
る
。 

　
　
扶
養
控
除
な
ど
が
な
く
な
れ
ば
、

課
税
標
準
額
が
上
が
り
、
保
育
料
が

上
が
る
の
か
。 

　
　
保
育
料
は
上
げ
な
い
方
針
で
す
。

県
下
で
最
も
低
い
保
育
料
を
維
持
し

た
い
。 

          

　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
な
が
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

木
造
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
確
立
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
と

認
識
は
。 

　
　
中
小
業
者
の
緊
急
経
済
対
策
雇

用
促
進
事
業
と
し
て
の
市
内
業
者
育

成
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

確
立
に
関
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
個
人
住
宅
に
対
す
る
助
成

は
、
耐
震
化
な
ど
の
安
全
対
策
や
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
資
す
る
省
エ
ネ
、
環
境

対
策
等
、
政
策
目
的
に
か
な
う
も
の

を
優
先
課
題
と
し
て
、
今
後
と
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

　
　
市
場
町
上
喜
来
地
区
山
林
に
お

け
る
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
法

令
に
基
づ
い
て
や
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
現
在
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
土

地
は
、
個
人
の
山
林
で
、
古
く
に
は

ミ
カ
ン
が
栽
培
さ
れ
、
そ
の
後
長
い

間
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
事
業

者
に
聞
く
と
、
ミ
カ
ン
山
跡
を
現
在

整
地
し
て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て
は

現
在
検
討
中
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
行

為
は
県
で
も
確
認
し
て
お
り
、
法
の

定
め
に
従
い
、
適
切
に
処
理
す
る
よ

う
指
導
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

所
有
者
か
ら
の
相
談
や
計
画
が
出
た

時
点
で
、
そ
の
内
容
や
規
模
に
応
じ
、

道
路
ま
た
環
境
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
検
討
し
た
い
。
今
後
の
利
用
計
画

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
市
を
通
じ
て

県
に
提
出
す
る
「
徳
島
県
土
地
利
用

指
導
要
綱
」
に
基
づ
く
申
請
、
あ
る

い
は
市
の
「
阿
波
市
開
発
事
業
の
調

整
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
開
発

審
議
会
の
審
議
が
必
要
な
た
め
、
違

法
な
開
発
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
視

し
、
法
に
基
づ
き
適
切
な
指
導
を
行

っ
て
い
き
た
い
。 

議会広報特別委員会 

●徳島県西部市議会連絡協議会議員研修会 

　10月４日、阿波市において、県西部市議会連絡協議会主催の議員研修会が開催され、総勢

100名の議員が出席しました。連絡協議会会長の吉田正 阿波市議会議長、森本哲生 阿波市副市

長のあいさつに続き、新潟県立大学准教授の田口一博氏による「地方議会の現状と課題 今議員

に求められていること」と題した講演がありました。各市から出席した議員が熱心に耳を傾け、

多くの議員からの質疑にも答えていただき、有意義な研修会となりました。 

 
●全国市議会議長会研究フォーラム 

　10月12日～13日の２日間、青森県青森市の青森市文化

会館において、第６回全国市議会議長会研究フォーラムが

開催され、議員16名が参加いたしました。 

　最初に増田寛也元総務大臣が「二元代表制と地方議会改革」

と題して講演があり、次に地方自治が専門である大学教授、

開催地の議長らが「地方議会と直接民主主義について」と

題して、パネルディスカッションがありました。 

　２日目は、「議会基本条例について」各市議会の議会基本

条例制定に向けた取り組みや活動状況の報告がありました。 

　３日目は、青森県観光物産館を視察し、次に縄文時代の

大規模な集落跡である三内丸山遺跡を視察し「ムラ」を体

験できる公園を視察研修しました。 

　 
●委員会等の開催状況 

　　　　８月31日　議会運営委員会 

　　　　９月20日　庁舎建設特別委員会 

　　　　９月22日　総務常任委員会 

　　　　９月26日　文教厚生常任委員会 

　　　　９月27日　産業建設常任委員会 

　　　　９月28日　決算審査特別委員会 

　　　　９月30日　全員協議会 

　　　  11月11日　議会広報特別委員会 

　　　  11月22日　議会運営委員会 

　　　　　　〃　　  全員協議会 

活 動 状 況 報 告 

全国市議会議長会研究フォーラム 
での研修　　　　　　　　　　　 

全国市議会議長会研究フォーラム 
でのパネルディスカッション　　 

三内丸山遺跡での研修 

詳しくは、阿波市ＨＰに 
掲載しているよ。 

　
三
月
十
一
日
世
界
中
を
驚
か
し
た

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
、
建
物
十

二
万
棟
が
全
壊
、
死
者
行
方
不
明
者

二
万
人
に
の
ぼ
る
。
し
か
も
津
波
か

ら
生
命
財
産
を
一
瞬
に
奪
わ
れ
八
カ

月
を
経
過
し
て
も
今
だ
不
明
者
が
三

千
六
百
人
。
又
、
九
月
八
日
に
は
台

風
十
二
号
に
よ
る
紀
伊
半
島
集
中
豪

雨
、
奈
良
和
歌
山
で
山
が
崩
れ
谷
が

濁
流
で
氾
濫
し
見
る
間
に
山
も
家
も

崩
壊
し
、
押
し
流
さ
れ
死
者
行
方
不

明
が
数
十
人
の
大
惨
事
。
又
九
月
二

十
一
日
に
は
台
風
十
五
号
に
よ
り
東

京
が
集
中
豪
雨
で
電
車
等
全
線
運
転

停
止
で
大
混
乱
。
今
年
ほ
ど
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
し
み
じ
み
と
痛
感
し
た

事
は
今
ま
で
に
あ
り
ま
せ
ん
。
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
の
言
葉
の
様
に
、

こ
の
度
ほ
ど
防
災
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
す
。 

　
幸
い
に
し
て
、
阿
波
市
は
新
庁
舎

建
設
と
同
時
に
交
流
防
災
拠
点
施
設

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
様
な
大
き
な
地
震
や
台
風

を
教
訓
と
し
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
阿
波
市
の
為

に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。 

（
岩
本
雅
雄
） 議会の傍聴にお越しください｡  

答 問 答 問 答 問 答 問 答 問 

答 問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 問 

議
会
だ
よ
り 

　
　
　
編
集
雑
感 


